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HRGを有効成分とするサイトカインストーム
抑制剤（COVID-19関連技術）

担当知的財産プロデューサー： 長佐古 治

保有技術

共同研究先への要望
HRGは、サイトカインストーム抑制作用の他、活性酸素消去作用、赤血球保護作用、好中球貪食能増強

作用、好中球活性化調節作用など多様な機能を有しており、これらHRGの作用を生かした種々の創薬を
目指し、企業様との共同研究を広く求めています。

本技術は、ヒト体内に存在する血漿タンパク質であるヒスチジンリッチ糖タンパク質(HRG)を有効成分と
する、サイトカインストーム抑制剤に関するものである。サイトカインストームは高サイトカイン血漿とも言
われ、敗血症患者や新型コロナウイルスに感染し重症化した患者(COVID-19)において見られる、サイトカ
イン過剰の状態を指す。好中球の活性化、血液凝固機構活性化、血管拡張などを介して、ショック・播種
性血管内凝固症候群(DIC)・多臓器不全をも招来することがある。本技術によれば、このようなサイトカン
ストームを効果的に抑制できる。

サイトカインストーム抑制剤の作用
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